
2015 年度後期　福井県立大学経済学部　特別企画講座のご案内

｢人口減少社会に生きる｣｢人口減少社会に生きる｣

2040年の日本の人口は1億700万人になるという（国立社会保障・人口問題研究所推計）。その頃あ
なたは働き盛りの45歳になっているであろう。それまでに人口移動等が収束しない場合、福井県下
自治体の半分が「消滅可能性都市」と分類されている（日本創成会議試算）。人口が減ることは必至
である。そのような社会で、あなたはどう生きてゆきたいか、客観データに基づき自分なりの意見を
持てるようになることが本講義の目標である。

★ この講座は、公開講座（オープンカレッジ）として、一般公開しますので、県民の方の多数の受講をお待ちし
ております。

10月 14日（水）～12月９日（水）　
4・5限目　全８回

場所：福井県立大学　福井キャンパス共通講義棟Ｌ112教室

ねらい

事前申込不要 受講料無料 問い合わせ先
経営戦略課（内線1072）

第1次産業

第2次産業

第6次産業

第3次産業

農村・農業の現状と未来

中小企業の現状と未来

(1×2×3次産業 )

井戸端会議

税収減時代の
新しい公共と
金融手法

官民協働と
ICT街づくり

人口減少の現状と課題



経済学部／ビジネススクール
交流センター

福井ライフアカデミー連携

創立２０周年

日程・回 講義のテーマ ゲスト講師
10 月 14 日（水）

第１回
【総論】人口減少の現状と課題
～国と福井県の統計をもとに～

・北陸財務局 　（講師未定）
・福井県総合政策部ふるさと県民局　（講師未定）

10 月 21 日（水）
第 2回

【総論】農村・農業の現状と未来
～北陸地方と福井県の現状をふまえて～

・北陸農政局 　（講師未定）
・福井県農業試験場 主任研究員 　渡辺 和夫 氏

10 月 28 日（水）
第 3回

【実践編】井戸端会議 2015
～“田園回帰時代”がやってくる！～
※福井県町村会と共催

・池田町地域おこし協力隊 　秋元 郷佑 氏
・農業生産法人 有限会社かみなか農楽舎

 　山川 みを 氏
・美浜町農事組合法人 新庄わいわい楽舎

 　足立 修一 氏

11 月 4 日（水）
第 4回 【総論】地域に新しい価値をつくる中小企業 

・全国中小企業団体中央会 経営支援部
矢田部 宏志 氏

 ・㈱アスク 代表取締役 　田中 泰彦 氏

11 月 11 日（水）
第 5回

【各論】地域に新しい価値をつくる中小企業
 ～地域課題を解決する中小企業・企業組合～

・福井県中小企業団体中央会 企画振興課  
 　芹澤 利幸 氏

・㈱寺本鉄工代表取締役、第15代ふくい青年中央会 会長 
　寺本 光宏 氏

・企業組合うめっぽ 代表理事 　古池 洋子 氏
・企業組合 ファームまぁま喜ね舎 代表理事 

　松田 千鶴子 氏
11 月 25 日（水）

第 6回
【各論】官民共同と ICT による“ゆるい”まちづくり
 ～鯖江市役所 JK 課の仕掛け人に聞く～

・慶應義塾大学特任助教、NＥＥＴ㈱ 代表取締役
会長、JK 課プロデューサー 　若新 雄純 氏

12 月 2 日（水）
第 7回

【各論】税収減時代の新しい公共と金融手法
 ～日本政策投資銀行の取り組み～

・株式会社日本政策投資銀行 北陸支店長 
 　古田 善也 氏

12 月 9 日（水）
第 8回 論点整理（受講対象は本学学生のみ） （本学教員）

●  講義時間は、4 限目（14：40～16：10）・5 限目（16：20～17：50）の 2 コマになります。
● 講義日程は講師の都合などにより変更される場合がありますので、あらかじめご了承願います。

■講座内容のお問合せ先
経営戦略課
〒910－1195　吉田郡永平寺町松岡兼定島4－1－1
TEL：0776－61－6000（代） 内線1072
 FAX：0776－61－6012
E－mail：openfpu@fpu.ac.jp

■ access
■京福バス
　・JR福井駅前市内バスのりば
　　10番27系統　大学病院新田塚線
　　11番 33・34・35 系統　大学病院線
　　「県立大学」下車（所要時間約30～35分）
■乗用車
　・JR福井駅前より約20分
　・北陸自動車道　福井北 I.C. より約10分

事前申し込み不要事前申し込み不要

経営戦略課
（内線1072）
経営戦略課
（内線1072）

問い合わせ先問い合わせ先

本講座担当 
● 経済学部経済学科准教授 桑原　美香（代表）
● 経済学部経済学科教授 北川　太一
● 経済学部経営学科講師 山崎　　淳


